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ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過
剰
な
貸
付

け
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、「
借
入
残
高
に
よ
り
、
融
資
が

制
限
さ
れ
た
」、「
専
業
主
婦
の
借
入
が

困
難
に
な
っ
た
」
な
ど
の
相
談
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
毎
月
の
返
済

が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
適
切
な
債
務
整

理
を
、早
め
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
消
費
生
活

相
談
）
�　

－

5
0
4
0
（
直
通
）

23

 【　

国
際
連
合
は
、
昭
和　

年
に
世
界
人

２３

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

　

月　

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
こ

１２

１０

れ
を
記
念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（　
１２

月
４
日
〜　

日
）
を
「
人
権
週
間
」
と

１０

し
て
定
め
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
啓
発
に
関
す
る
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

６
日
�　

午
前　

時
〜
正
午

１１

　

イ
オ
ン
石
巻
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

人
権
ラ
ジ
オ
放
送

　

人
権
週
間
に
合
わ
せ
、
ラ
ジ
オ
石
巻

の
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
や
人
権
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所

　

７
日
�　

桃
生
公
民
館

　

８
日
�　

雄
勝
総
合
支
所

　

９
日
�　

牡
鹿
公
民
館

　
　

日
�　

市
役
所
２
階
相
談
室

１０

　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

10

　
　

後
3
時

問
第　

回
人
権
週
間

62
「　

月
４
日
〜　

日
」

12

10

 
　

仙
台
法
務
局
石
巻
支
局
・
石
巻
人

権
擁
護
委
員
協
議
会

�　

－

６
１
８
８

２２

 【　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
全
部
支
給

者
お
よ
び
一
部
支
給
者
に
つ
い
て
、
８

月
か
ら　

月
ま
で
の
４
カ
月
分
を　

日

１１

１０

�
に
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
８
月
に
実
施
し
た
現
況
届

が
未
提
出
の
方
に
つ
い
て
は
、
今
回
は

振
り
込
み
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
2
5
1

4
）・
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

 　

宮
城
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
（
改
正
前　

円
）
は
、

６６２

次
の
金
額
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
時
間
額　
　

円
６７４

●
効
力
発
生
日　
　

月　

日
�

１０

２４

 
　

宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室　

�　

－

　

－

８
８
４
１
・
石
巻
労

０２２

２９９

働
基
準
監
督
署　

�　

－

３
３
６
５

２２

 【　

「
働
き
た
い
け
ど
一
歩
が
踏
み
出
せ

な
い
」「
対
人
関
係
が
苦
手
」「
相
談
相
手

が
い
な
い
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
の
で

き
っ
か
け
が
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
若
者
と
そ
の
保
護
者
へ
の
総

合
相
談
窓
口
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

問
今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

問
宮
城
県
最
低
賃
金

問
み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン〔
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
〕

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
職
場
体
験
な

ど
を
通
じ
て
社
会
参
加
・
就
労
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日　

月
〜
土
曜
日　

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

利
用
料　

相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
無

料
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
有
料

 
　

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
１

－

５－

　

（
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
１
階
）

１８

　

�
０
２
２
９－

　

－

７
０
２
２

２１

 　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
改
正
石
綿
救
済
法
）の
施
行
に
よ
り
、特

別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
が
平
成　
２４

年
３
月　

日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２７

　

ま
た
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対

象
が
石
綿
救
済
法
の
施
行
日
前
日
（
平

成　

年
３
月　

日
）
ま
で
に
死
亡
し
た

１８

２６

労
働
者
な
ど
の
遺
族
で
あ
っ
て
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
遺

族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
方
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 
　

宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課　

�　

－

　

－

８
８
４
３

０２２

２９９

 　

平
成　

年
４
月
１
日
�
か
ら
、
常
時

２３

雇
用
す
る
労
働
者
数
が　

人
以
上　

人

１０１

３００

以
下
の
企
業
も
、
次
世
代
育
成
支
援
法

に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策

問
改
正
石
綿
救
済
法
に
つ
い
て

問
次
世
代
育
成
支
援
法
に
基
づ
く「
一
般

事
業
主
行
動
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て

聴覚障害者支援相談窓口による

巡　回　相　談
と   き　12月 6日 （月）

　　　　午前 10時 30 分～午後 2時 30分

ところ　市役所 5階　市民活動ルームＣ

内　容　聴覚障害児・者やその家族の生活上の不安

や悩みなどの相談を受け付けます。

申・問　（社）宮城県ろうあ協会気付　

　　　　聴覚障害者支援相談員宛　

　　　　� 022-293-5531・FAX 022-293-4023

　　　　Eメール　miyagi.deaf.soudan@gmail.com

　国土交通省北上川下流河川事務所では、洪水時に流水の
阻害や河川巡視の妨げになっている北上川・旧北上川の河
川区域内に繁茂する樹木について、伐採に協力いただける
方を募集します。
　また、伐採した伐採樹木は無償でお持ち帰りいただけま
す。

【募集区域】　北　上　川　 10 区画（中島地先）
　　　　　　旧北上川　 20 区画（鹿又地先）

【募集内容】　
　応募箇所は、1人 1区画（20ｍ× 20ｍ程度）とし、区
画の指定はできません。
　応募多数の場合は、抽選により決定します。

【応募資格】
　募集区域近隣に在住・勤務地のある個人、法人、地方自
治体とし、伐採木を自家消費される方

【募集期間】　12 月 1 日（水） ～ 平成 23年 1 月 12 日（水） 

【伐採期間】　平成 23年 2 月上旬 ～ 2 月下旬

【応募方法】
　応募様式に必要事項を明記し、「郵送」「ＦＡＸ」もしく
は「持参」により、応募願います。

 ・ 

　北上川下流河川事務所　飯野川出張所　� 62 － 3102
　　　　　　　　　　　　涌谷出張所　　� 42 － 2317

申 問

※「募集区域」などを詳しくは、お問い合わせいただくか、北上川下流河川事務所ホームページ
　（http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu）へ。

公募型樹木伐採　河川区域内の樹木伐採希望者を募集します
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定
し
、
労
働
局
へ
の
届
け
出
、
な
ら
び

に
計
画
の
公
表
、
従
業
員
へ
の
周
知
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

 
　

宮
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

�　

－
　

－

８
８
４
４

０２２

２９９

 　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の
就
学
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
お
よ
び
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
各
小
中
学
校
ま
た
は
教
育

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

教
育
総
務
課
（
内
線
５
０
１
８
）

　

・
各
小
中
学
校

 
●
毎
月
第
３
日
曜
日

　
　

日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

１９

 
　

市
民
課　

（
内
線
２
３
１
３
・
２

３
１
８
・
２
３
１
９
）

 

●
６
日
�
・　

日
�
・　

日
�

１３

２０

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
７
時

●　

日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

１９

 
　

税
務
課
（
内
線
３
１
４
８
）

 
１　

支
給
対
象
者

　

次
の
事
件
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
、
障
害
が
残
っ
た
方
お
よ
び
傷
病

を
負
っ
た
方
（
障
害
が
残
っ
た
方
お
よ

び
傷
病
を
負
っ
た
方
が
亡
く
な
ら
れ
て

問
就
学
援
助
制
度

問
市
民
課
休
日
窓
口
開
設
日

問
納
税
夜
間
・
休
日
窓
口
開
設
日

問
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
行
為
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
方
、
ご
遺
族
に

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
る
場
合
は
、
そ
の
ご
遺
族
）

　

①
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

　

②
松
本
サ
リ
ン
事
件

　

③
坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件

　

④
滝
本
弁
護
士
殺
害
未
遂
事
件

　

⑤
水
野
昇
Ｖ
Ｘ
殺
人
未
遂
事
件

　

⑥
濱
口
忠
仁
Ｖ
Ｘ
殺
人
事
件

　

⑦
永
岡
弘
行
Ｖ
Ｘ
殺
人
未
遂
事
件

　

⑧
公
証
役
場
事
務
長
逮
捕
監
禁
致
死

事
件

２　

給
付
額

①
死
亡　

２
、０
０
０
万
円

②
障
害

ア　

介
護
を
要
す
る
障
害

（
１
・
２
級
）
３
、０
０
０
万
円

イ　

重
度
の
障
害

（
１
〜
３
級
で
、
ア
以
外
の
も
の
）

２
、０
０
０
万
円

ウ　

そ
の
他
の
障
害

（
４
〜　

級
）　

万
円

１４

５００

③
傷
病

ア　

重
傷
病
（
通
院
加
療
１
月
以
上

の
傷
病
）　

万
円　

１００

イ　

重
傷
病
以
外
の
傷
病
（
通
院
加

療
１
日
以
上
１
月
未
満
の
傷
病
）　

１０

万
円

３　

申
請
期
限

　
　

日
�
ま
で

１７
※
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

期
間
内
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
６
カ

月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
１５

 
　

石
巻
警
察
署   
�　

－

４
１
４
１

９５

問

　

河
北
警
察
署　

�　

－

３
４
１
１

６２

 
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く

２２

だ
さ
い

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

月　

２２

１２

３１

日
�
現
在
で
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　

本
年　

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、

１２

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
外

部
に
漏
れ
た
り
、
課
税
の
た
め
の
資
料

に
使
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.m
eti.g
o
.jp
/statistics/

 
　

総
合
政
策
課
（
内
線
４
２
２
２
）・

　
 
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

  
資
格　

平
成　

年
４
月
１
日
�
現
在
、

２３

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

１５

１７

卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
者
（
見
込
み
の
者
を
含
む
）

資
格
受
付
期
間

　

推
薦
は
平
成　

年
１
月
６
日
�
、

23

　

一
般
は
１
月
７
日
�
ま
で

試
験
日

（
推
薦
）平
成　

年
１
月　

日
�
〜　

日

２３

１５

１７

�
ま
で
の
１
日
／
（
一
般
）
１
次
・
平

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

問

募

集

陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科

学
校
生
徒（
推
薦
・
一
般
）

明友館受講生募集！！�
講座名�

明友館受講生募集！！�

●申し込みが定員の半数に満たない場合は、開講しないこともあります。�
●日程や内容については、変更する場合もあります。�
■申込方法　希望講座、住所、氏名、電話番号、FAX番号を記入の上、電話（Fax可）でお申し込みください。�
■申込期間　12月５日(日) ～14日(火) 　午前９時 ～ 午後５時 (先着) �
■対　　象　市内在住、在勤の方およびその配偶者�
　　　　　石巻市勤労者余暇活用センター明友館　�・FAX95-8155　午前９時～午後５時�
　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.ishinomaki.info/kinrou/meiyu/�
　　　　　　　　　　　　　　　　月曜日、祝日の翌日（土・日にあたる場合は除く）は休館日となります。�
※12月28日（火）から平成23年１月４日（火）まで年末年始の休館日となります。�

回数�定員（先着）� 参加料（受講料+教材費）�

無料�

月　 日� 時　間�

調理パン�
講習会�

1
平成23年�
１月22日（土）�

午前11時～�
午後１時30分�

講座内容�

サンドウィッチや
オリジナル調理パ
ンの基本を学ぶ。�

20人�

申・問�

サークル募集のご案内�

申・問�

　明友館では、さまざまな目的に応じて施設を貸し
出しています。定期的に当館を利用したいサークル・
グループの方は、サークルとして登録することにより、
施設を利用することができます。今、活動の場を探
している方や、これから活動してみようと思ってい
る方は、お気軽に明友館へお問い合わせください。�

　以下の項目に該当している方が対象
となります。�
①１サークル概ね5人以上の会員数であること。�
②毎月、定期的に活動を行っている。�
③営利目的の活動ではないこと。�

●新規サークルの申請�
　　12月16日（木）～26日（日）�
　　　　午前９時～午後５時�
※明友館窓口にある登録サークル申請用紙に必要事
項を記入し、募集期間内に窓口へ提出してくださ
い。なお、申請書の様式は当館ホームページより
ダウンロードすることができます。�

・利用については、有料となります。�
・利用料金は、利用時間・利用施設に
よって違います。�
・利用は１サークルにおいて１カ月に
つき３回までとします。�

明友館登録サークルになって�
友達の輪　広げてみませんか？�
明友館登録サークルになって�
友達の輪　広げてみませんか？�

明友館登録サークルとは？� 登録サークルの条件は？�

その他�
募集期間はいつまで？�

石巻市勤労者余暇活用センター明友館�
�95-8155


